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ツルハドラッグ大崎田尻店の届出概要について 

（法第５条第１項 新設） 

 

１ 届 出 者  株式会社ツルハ 

２ 届出年月日  令和６年９月２日 

３ 店舗の名称  ツルハドラッグ大崎田尻店 

４ 店舗設置者  株式会社ツルハ 代表取締役 八幡 政浩 

          北海道札幌市東区北２４条東２０丁目１番２１号 

５ 店舗所在地  大崎市田尻町尻１０番１ 外 

６ 大規模小売店舗において小売業を行う者の氏名又は名称、店舗面積 

氏名又は名称 店舗面積 取扱商品 

株式会社ツルハ １，２７６．４７㎡ 医薬品 

計 １，２７６．４７㎡  

 

７ 大規模小売店舗を新設する日  令和７年５月３日 

８ 大規模小売店舗の施設の配置に関する事項 

（１）駐 車 場 の 収 容 台 数     ４６ 台（指針による必要台数：４３台） 

（２）駐 輪 場 の 収 容 台 数      ８ 台 

（３）荷 さ ば き 施 設 の 面 積     ４５ ㎡ 

（４）廃棄物等の保管施設の容量      ６．４０ ㎥（指針による必要容量：５．９５㎥） 

９ 大規模小売店舗の施設の運営方法に関する事項 

（１）開店時刻及び閉店時刻  午前７時から午前０時まで 

（２）駐 車 場 の 利 用 時 間 帯  午前６時３０分から午前０時３０分まで 

（３）駐 車 場 の 出 入 口 の 数  ２箇所 

（４）荷 さ ば き 実 施 時 間 帯  午前６時から午後１０時まで 

１０ 事務手続き等 

・公 告 年 月 日  令和６年９月１７日 

・縦 覧 期 間  公告の日から令和７年１月１７日まで 

（公告の日から４か月間） 

・地 元 説 明 会  令和６年１０月１０日 

・大規模小売店舗立地専門委員会  令和７年１月２４日 
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・市町村等からの意見書提出期限  令和７年１月１７日（公告の日から４か月以内） 

・県 の 意 見 の 通 知 期 限  令和７年５月２日（届出の日から８か月以内） 
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住民説明会の実施状況 

 

開催日時 令和６年１０月１０日（木）午後６時より 

開催場所 大崎市 沼部公民館 

大崎市田尻沼部字富岡166 番地 

出席人数 ４名 

 

質問事項 設置者の回答内容 

 店舗の工事中には、敷地南側の耕作地に影響がない

ように注意してほしい 

 工事着手時には別途ご挨拶をさせて頂き、近隣にご

迷惑が掛からないように注意いたします。 

→指針の対象外 

 

大崎市の意見について 

 

意見内容 設置者の回答内容 

廃棄物について 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律を遵守し、ごみ

等の廃棄物の処理を適正に行うこと。 

 「大崎市廃棄物の処理及び清掃に関する条例」を遵

守し，廃棄物の適正処理を計画的に実施いたします。 

→県の意見は不要 

騒音について 

 環境基準の遵守と公害等の発生防止に努めること。

特に造成工事の際は、建設機械の稼働や運搬車両の走

行による騒音・振動の軽減に努め、周辺地域の住民の

生活環境が損なわれることのないよう十分に配慮する

こと。 

 店舗計画にあたっては，建築工事（造成工事）を含

み環境基準を遵守いたします。また，地域住民の生活

環境が悪化することがないように努め，苦情等が寄せ

られた場合は速やかに対応いたします。 

→県の意見は不要 

その他 

 対象行為にあたっては、大崎市景観条例に基づく事

前協議及び景観法に基づく届出が必要となる可能性が

あるため、事前確認を行うこと。 

 大崎市景観条例に基づく手続きについては，事前協

議を経て届出を行い，令和６年１２月２日に適合通知

を受理しております。 

→県の意見は不要 

 

地元住民の意見について 

 

意見内容 設置者の回答内容 

なし なし 

 

交通対策等現地調査会の実施状況 

※店舗面積が３，０００㎡未満のため実施していない。 
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大規模小売店舗立地法に基づく県の意見 

 

届 出 者 株式会社ツルハ 

届 出 年 月 日 令和６年９月２日 

店 舗 名 称 ツルハドラッグ大崎田尻店 

所 在 地 大崎市田尻町尻１０番１ 外 

市 町 村 の 意 見 あり なし 

地域住民等の意見 あり なし 

県 の 意 見 案 

交 通 関 係 あり なし 

騒 音 関 係 あり なし 

廃 棄 物 関 係 あり なし 

そ の 他 ― 

意 見 案 県の意見はなし 

附 帯 意 見 案 

騒音対策として実施することとしている来客車両の徐行運転及び夜間駐車

場の一部閉鎖を徹底願います。また、騒音基準を超過している地点付近にお

いて、住居が立地した場合や周辺住民から苦情が申し立てられた場合には、

追加的な騒音防止対策を講じるなど、周辺環境の保全に配慮願います。 

 

 

 

 

 


